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船川港

1. 概況

〈風待ち港から近代港へ〉
　船川港は男鹿半島南部にあって、周囲は山と岩礁に囲ま
れ、東に向かって海に臨んでいる。
　港内地盤は軟岩で漂砂が少なく、また半島により北西の季
節風を防ぐなど自然条件に恵まれている。この地形は日本海
側ではまれであり、なんら施設のなかった昔から風待ち港と
して利用され、四季にわたって船舶の絶えることがなかった。
　天然の良港も時代の変遷にともない、しだいにその利用を
増すにつれ、この修築が望まれるようになった。そこで明治
40年より本格的に測量調査が実施され、同43年港湾調査会
において土崎港（秋田港）とともに、第2種重要港湾に指定さ
れるに至った。そして明治44年より3カ年継続県単独事業と
して4,600㎡の立地造成に着手するとともに、同44年より大正
11年までの12カ年継続事業として国庫の補助を得、防波堤、
–7.5m岸壁等の各施設を計画整備にかかったが、関東大震災
や物価の騰貴によりおくれ、昭和6年にようやく完成した。
　この間、国鉄船川線（JR男鹿線）が、大正5年に開通した
こともあって、ますます港勢が発展し、昭和11年には早山製
油所（日鉱船川製油所）が設立された。戦後、昭和21年より
施設整備を再開し、同29年の港湾計画会議で計画が決定され
るまで第2期工事として、浚渫、物揚場などの工事を行った。
　また、昭和40年に男鹿市が秋田湾地区新産業都市に指定
され、同42年より木材団地造成事業に着手し、同45年まで
に50万㎡の造成を完了している。
〈観光都市男鹿市を背景として〉
　本港は男鹿市を背後に、秋田湾の弓形海岸の北の端、男鹿
半島の付根部、北緯39度53分、東経139度50分に位置して
いる。
　男鹿市は明治22年、付近3カ町村を合併し船川町となり、
昭和29年町村合併促進法に基づき、隣接4カ町村を合併して
男鹿市となり、同30年2町を吸収合併、平成17年に若美町
を合併し、現在に至っている。同市は県の中央部、日本海に
つき出た半島であり、豪壮な海岸線の動的な美と、一ノ目潟、
二ノ目潟、寒風山の草原美などの静的な美をもつ男鹿国定公
園を擁し、秋田県観光の中心地として発展している。
　本港は、平成24年1月にポート・オブ・ザ・イヤー2011に
選定され、平成25年7月には第10回海フェスタのメイン会場
となったほか、平成30年7月には臨港地区に複合観光施設が

開業する等、観光拠点として大きな役割を果たしている。
〈冬季波浪を防ぐ自然条件〉
　本県の気象・海象は、日本海側特有の性質をもち、春から
秋にかけては南東よりの風が多く、秋の台風の影響を除けば
比較的温和であるが、晩秋から冬にかけて西高東低の気圧配
置となるため、北西の季節風が多い。本港の場合、この季節
風が半島により遮へいされるため、冬季の北西の波浪の影響
がほとんどない。
〈エネルギー基地としての港湾整備〉
　本港は昭和40年の新産業都市指定により、秋田港と一体
となってその建設の中核的役割を果たすべく、石油精製工業、
木材団地などを基幹とする工業団地の形成など、近代港湾と
して本格的な整備が進められて来た。昭和48年、51年の二
度に渡る石油危機以来、こうした基幹産業も長期低迷状態に
陥ったことから、港湾の停滞も余儀なくされてきた。そこで、
こうした状況を打開し、背後地域の活性化を促すため、エネ
ルギー政策の一環として国家石油備蓄基地の立地を図った結
果、昭和57年に立地が決定し、昭和59年には東基地71.2ha
の埋立て造成に着工するとともに、西基地39ha（既設用地）
のオイルタンク建設に着工した。そのうち西基地については
平成元年11月に完成し、東基地については平成7年8月にオ
イルインが完了し、もって石油備蓄基地が完成した。
　平成21年3月には、臨港道路生鼻崎線の4車線化が完成供
用し、船川港と秋田港が4車線で結ばれた。
　本港は主な係留施設として、1万5千トン岸壁1バース、7
千トン岸壁1バース、5千トン岸壁2バース、専用施設として
18万トン備蓄ドルフィン1バースを有しており、現在は、令
和6年6月の交通政策審議会第93回港湾分科会の議を経た港
湾計画に基づき整備を行っている。
　令和6年の取扱貨物量は、原油・製材、石灰石等を主要貨
物として、外貿10万5千トン、内貿16万7千トン、合計27万
トンとなっている。
〈これからの船川港〉
　今後の整備方針としては、地場産業の物流拠点としての役
割を担うとともに、複数の洋上風力発電事業区域に近接する
ポテンシャルを活かし海洋再生可能エネルギー発電設備の導
入を支援するための拠点としての役割を担うため、埠頭の再
編及び機能強化を図るほか、大規模地震発生時の対応のため
耐震強化岸壁の整備、観光需要への対応のためクルーズ船の
受入機能の強化を図る。
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船川港

2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路 1,758 1,259 499
輸入 計 1,758 1,259 499

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出
輸入
計

移出 89,195 100.0 3,918 4.4 75,646 84.8

移入 65,746 100.0 853 1.3 23,694 36.0 30,025 45.7

計 154,941 100.0 853 0.6 27,612 17.8 105,671 68.2
合計 154,941 100.0 853 0.6 27,612 17.8 105,671 68.2

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出
輸入
計

移出 2,549 2.9 7,082 7.9

移入 11,174 17.0

計 2,549 1.6 7,082 4.6 11,174 7.2
合計 2,549 1.6 7,082 4.6 11,174 7.2

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船
内航商船 125 299,303 2 100,284 1 22,472
自　　航
そ  の  他 176 11,115
合　　計 301 310,418 2 100,284 1 22,472

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船
内航商船 33 115,796 5 8,675 44 32,545 40 19,531
自　　航
そ  の  他 1 880 175 10,235
合　　計 33 115,796 5 8,675 45 33,425 215 29,766

最大入港船舶のトン数　50,142総トン（喫水 8.0m）
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3. 港湾施設
区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大けい
船能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名
揚
力

（t）

基
　
数

棟
　
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
本 港 5,000ト ン 岸 壁 7.5 260.0 5,000 2 原油

7,000ト ン 岸 壁 8.0 145.0 7,000 1 製材
15,000トン岸壁 10.0 185.0 15,000 1 石材、原木

（専 　　　　　用）
E N E O S ㈱ 日鉱ドルフィン 9.0 276.0 8,500 1 原油
独立行政法人エネルギー
・金属鉱物資源機構

備蓄ドルフィン 19.0 480.0 180,000 1 原油

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 15 147,927.33㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 2 2,400.00㎡
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 3 4,292.29㎡
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） 1 279,000.00㎡

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 13,275.97
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

6. 緑地
区　分

名　称
面積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
船川港湾公園 3,752

（30）
– 休息緑地 昭和62年度 テニスコート　806㎡

ゲートボール　1,440㎡
船川港金川多目的広場 125,000 836 シンボル緑地 平成16年度 球技場　　　11,500㎡ 放送室、シャワー室

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
男鹿マリーナ

〒010-0511 男鹿市
船川港船川字海岸
通り1–20
㈱マリーナ秋田
☎0185–23–2515

24,000 21,000 250 146 112 – 34 – 吊り上げ
荷重
25t
1基

3.0 平成7年 クラブハウス
給油、給水施設

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

7. 基地港湾
該当なし

8. ポートサービス
該当なし

9. 関係出先官公署
該当なし
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